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特別企画「産・学・官マッチングフォーラム」

セミナー＆パネル展示　発表募集案内

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素より　INCHEM　TOKYO　にご支援・ご協力賜り厚く御礼申し上げます。また、これまでのINCHEM TOKYOでの大学・公的研究機関研究成果展示コーナー（前回からは産学官マッチングフォーラム）へのご出展に深く感謝申し上げます。

　第26回目のINCHEM TOKYO　2007化学技術複合展示会が、今秋11月6 日(火)～９日(金)東京ビッグサイトにおいて開催されます。INCHEM TOKYOは、関連産業・各位のご支援により、化学および関連分野において、わが国最大級の注目される展示会と成りました。来場者は関連展示会を含め、期間中に20万人にも達します。化学および関連分野での新産業創成および競争力強化に必ずや寄与するものと確信しております。

　さてこれまで、INCHEM TOKYOの開催に当たって、一般展示に加え大学・公的研究機関成果展示コーナー（前回からは産学官マッチングフォーラム）を設置し、大学および公的研究機関からの研究成果の発表を実施してまいりました。一方で大学・公的機関の法人化および変革により、研究開発分野での産業界との連携は益々重要となってまいりました。

そこで、前回より、大学・公的研究機関の研究成果が産業界との共同研究或いは技術移転にできるだけ多くつながることを目的として、実効のあがる産学官の交流を図るよう企画いたしました。また、産業界へのプロポーザルを強力なものにすべく、展示会場に併設してセミナー会場を設置いたします。このセミナー会場において、パネル発表される研究テーマ・内容を、産業界へ向けて効果的に発信いただければと思います。主催者側としましても、技術移転に関心の高い来場者の動員をはじめとして、技術移転のための支援には全力を挙げて取組みます。尚、パネル或いはポスターの製作およびポスター発表、セミナー発表は無料です。

　ご多忙中とは存じますが、この機会をご活用頂き、貴部会あるいは貴大学、貴研究所の関係各位より、何卒、活発な発表と出展をお願い申し上げます。

お忙しいことと存じますが、貴台からの発表、および関係各位への発表募集案内のお知らせをお願い申し上げます。

お申込は、添付資料の申込み要領をご参照の上、6月11日（月）までに、発表者より、添付の所定申込書にてお申込いただきたくお願い申し上げます。また、パネル発表用原稿或いは資料は8月20日（月）までに送付方お願い申し上げます。
　まずはご依頼まで。

敬具
記

１．開催趣旨、目的

INCHEM TOKYO各展示会の予想される内容を考慮したもので、

産業界にとって関心の高いテーマを選択し、
①学官のシーズと産のニーズとのマッチング

学・官が産業界に向けて発表、主来場対象は産業界とする。

②学官から産業界への情報発信

③産学官の交流

を目的として開催する。

２．開催方針

1） 産業界で関心が高いテーマにフォーカスする。

2） 展示会特別企画と連動してバイオマスに重点を置いて実施する。
３）工業化の近いテーマに限定することなく、共同研究者を探すテーマ、或いは中期的なテーマも対象とする。

４）情報収集を目的として参加する来場者も多いことから、産業界にとって話題性の

ある先端テーマについての情報発信も行う。

５）産業界から、学官へのニーズに関する基調的講演も検討する。

６）原則として、パネル発表（展示）と同時にセミナー発表により実施する。

７）発表募集は関連の機関・団体などからも広く行う。

　注）INCHEM TOKYO 2007開催の特別協賛、協賛団体として日本エネルギー学会、日本生物工学会、日本化学会、高分子学会、JCII等関連60団体が予定されている。

　（日本エネルギー学会、日本生物工学会などは受諾済み）

３．セミナー＆パネル発表での募集テーマ分野

　　　（　　）内はオーガナイザー（敬称略）

1） バイオマス転換・利活用、バイオリファイナリー（迫田（東大）、前（京大）等）

2） ナノマテリアル、バイオナノ（山口（由）（東大）、阿尻（東北大）、中野（東工大）等）

3） 製造・広領域革新技術（黒田（東工大）、長谷部（京大）、吉田（阪府大）等）

4） エネルギー革新技術（堤（東大）、林（北大）等）

5） 環境先端技術（小島（成蹊大）、山崎（産総研）、竹下（東工大）等）

４．INCHEM TOKYO 2007開催概要、催事構成

　　詳細は別添の参考資料を参照下さい。

INCHEM TOKYO 2007展示会構成（一般展示）：プラントショー、先端材料展、製造業環境・エネルギー対策展、特別企画『バイオマス転換・利活用』

　

５．セミナー＆パネル発表実施要領

１）発表件数・時間、日程

今回は公的機関からの展示を含めセミナー＆パネル発表40件、パネル発表のみ10件程度、合計で50件程度を想定しています。お申し込みはできるだけパネル展示とセミナーをセットにてお願いいたします。パネル展示は来場者に一目でわかるようできるだけ簡潔に作成し、説明はセミナー或いは立会い説明にてお願いいたします。セミナーでの発表は産業界との連携につながるための説明或いはPRを主体とし、1件20分（質疑5分）、セミナー発表原稿はパワーポイントにてお願いいたします。

セミナー会場は主催者側にて責任をもって運営いたします。発表日時はテーマ分野ごととなりますが、できるだけご希望に合わせたいと思います。発表候補日時は11月７日（水）～９日（金）と致します。セッションテーマと発表日程は下記といたします。

（補足資料２　セミナー発表セッション別日程大枠（案）も参照ください）

①バイオマス転換・利活用、バイオリファイナリー（セミナー発表は15件程度）


11月7日（水）11時～16時20分


バイオマス燃料（燃料、発電）、バイオマス由来製品（化学材料、化学品、農業資材）　

11月8日（木）11時～14時


システム・設計評価、資源作物

②ナノマテリアル、バイオナノ（セミナー発表は6件程度）
　11月8日（木）13時～15時


材料・素材、微細加工技術、マイクロカプセル、ＤＤＳなど

③環境先端技術（セミナー発表は４件程度）


11月8日（木）15時～16時40分

　地球環境（大気・土壌）、リサイクル、水環境、化学物質管理

④エネルギー革新技術（セミナー発表は4件程度）

11月9日（金）11時から

　電池・燃料電池、物質とエネルギー併産、超燃焼、エネルギー輸送・移送など

⑤製造・広領域革新技術（セミナー発表は10件程度）
　11月9日（金）13時～16時40分


マイクロ化学プロセス、プロセス強化（ＰＩ）、亜臨界操作、マイクロバブルなど

２）プレゼンテーション用補助機器、関連機器・製品の展示

プレゼンテーション用補助機器などビデオによる説明は、機材を含め出展者各位にて

ご準備願います。実験機器等の展示は、パネル展示前の小机（椅子含む）における程度と致します。それ以上の機器等についてはご相談下さい。

３）パネル原稿作成要領

パネル展示の内容・体裁等は別添（添付資料２）のこれまでの展示パネル例をご参照下さい。展示パネルは来場者側からの強い要望もあり、文字、図面等はなるべく大きくして、先ずはテーマおよびポイントがわかるよう作成いたします。パネル原稿はこの作成方針を考慮して作成ください。尚、詳細説明はセミナー、立会い説明、ビデオ、配布資料にてお願いできればと思います。

４）立会い説明

説明員の立会いは、時間帯（午後１時30分～4時30分を予定）を別途設定いたします。関東圏等近隣の方にはできるだけ説明員の立会いをお願いいたします。各パネル訪問者の名刺入れは主催者側にて準備します。飲み物、弁当程度は支給する予定です。

５）セミナー発表＆展示などの費用

パネル出展およびセミナー発表に関する費用は無料です。尚、旅費等の援助は、特に考えておりません。

【添付ファイル】

〔添付資料１･･･セミナー＆パネル発表　申込と発表原稿作成要領〕

・セミナー＆パネル発表 申込要領

・セミナー＆パネル発表申込書 (提出書類１)

・展示パネル制作のための原稿作成要領 (提出書類２)

・パネル製作のための提出資料 (提出書類３)

〔添付資料２〕

・展示パネル例(INCHEM TOKYO 2005)（参考）

〔補足説明資料･･･産官学マッチングフォーラム　実施企画〕

・セッションサブテーマ、来場対象など（補足説明資料１）

・セミナー発表セッション別日程大枠(案)（補足説明資料２）

〔参考資料〕

・INCHEM TOKYO 2007開催概要（参考資料）

以上

問合せ先：（社）化学工学会　インケム事務局（事業企画室）　山口　

〒112-0006東京都文京区小日向4-6-19　共立会館

TEL:03-3943-3527  FAX:03-3943-3530　E-mail: yamaguchi@scej.org
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